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News Clip　2

　
当
社
は
、
商
工
会
女
性
部
の
有
志
が
中
心
と

な
り
、
平
成
十
八
年
二
月
に
設
立
し
た
企
業
組

合
で
す
。

　
南
会
津
町
の
特
産
品
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

は
、
標
高
の
高
さ
が
生
み
出
す
昼
夜
の
寒
暖
差

に
よ
り
、
非
常
に
甘
み
が
強
い
と
い
う
特
徴
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
ス
パ
ラ
を
粉
末
に
し
、

パ
ス
タ
や
う
ど
ん
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
な
ど
に
加

工
し
て
い
ま
す
。

　「
と
ん
ぼ
の
め
」と
い
う
名
前
の
由
来
で
す
が
、

ト
ン
ボ
の
目
は
、
広
い
視
野
で
見
渡
し
前
進
す

る
の
み
と
い
う
こ
と
で
命
名
し
ま
し
た
。

　
旧
田
島
町
商
工
会
女
性
部（
現
南
会
津
町
商

工
会
本
所
）が
、
地
産
地
消
調
査
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
三
年
間
取
り

組
ん
だ
特
産
品
開
発
事
業
が
設
立
の
き
っ
か
け

で
す
。
補
助
事
業
と
し

て
地
元
食
材
の
活
用
法

に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
行
う
な
か
で
、
ア
ス

パ
ラ
に
着
目
し
、
実
に

十
種
類
以
上
も
の
新
商

品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
商
品
は
で
き
た
も
の
の
、
そ
れ
以
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
全
く
白
紙
の
状
態
で

し
た
。
そ
こ
で
、「
せ
っ
か
く
新
た
な
特
産
品
が

生
ま
れ
た
の
に
、
こ
こ
で
消
し
て
し
ま
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
」と
考
え
た
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
企
業
組
合
を
設
立
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
四
月
に
は
会
津
一
小
さ
な
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て「
あ
す
ぱ
ら
畑
」を
オ
ー

プ
ン
し
、
本
格
的
な
販
売
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
の
影
響
は
大
き
く
、
売
上
は
激
減
し
ま
し
た
。

な
ん
と
か
頑
張
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
つ
い
に
は

店
舗
を
維
持
す
る
だ
け
の
売
上
を
確
保
で
き
な

く
な
り
、
閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
の
全
員
が
事
業
の
継
続
を
諦
め
る
し
か

な
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
、
背
中
を
押
し
て
く
れ

た
の
は
、
お
客
様
と
家
族
で
し
た
。

　
再
開
を
決
意
し
、
商
工
会
経
営
指
導
員
に
よ

る
支
援
の
も
と
で
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
店
舗
を
失
い
、
人
員
も
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

そ
れ
ま
で
最
大
で
十
六
種
類
あ
っ
た
商
品
を
見

直
し
、
売
れ
筋
で
あ
り
賞
味
期
限
の
長
い
パ
ス

タ
と
う
ど
ん
の
乾
麺
、
老
若
男
女
に
人
気
の
あ

る
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
三
種
類
に
絞
り
込
み
、
経

営
資
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
既
存
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
当
社
、
商
工
会
、
役
場
、Ｊ
Ａ

で
連
携
し
、
南
会
津
町
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
農
産

物
で
あ
る
南
郷
ト
マ
ト
を
使
用
し
た「
ア
ス
パ
ラ

パ
ス
タ
用
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
」の
開
発
を
行
い
ま
し

た
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
と
き
に
は
怒
声
が

飛
び
交
う
ほ
ど
に
、
納
得
が
い
く
ま
で
徹
底
的

に
作
り
直
し
を
重
ね
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
同
時
に
、
購
入
後
に
す
ぐ
調
理
可
能
な
よ

う
に
麺
と
ソ
ー
ス
を
セ
ッ
ト
に
し
、
お
土
産
に
適

し
た
形
状
で
、
尚
且
つ
商
品
の
魅
力
が
伝
わ
り

や
す
い
よ
う
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
刷
新
し
、
訴
求

効
果
を
高
め
る
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

　
完
成
後
は「
福
島
の
美
味
し
い
も
の
食
の
フ
ェ

ア
」等
の
物
産
展
へ
積
極
的
に
出
展
し
、
お
客
様

と
直
に
接
し
な
が
ら
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
あ

る
物
産
展
で
は
、
初
日
に
購
入
さ
れ
た
お
客
様

が
次
の
日
も
わ
ざ
わ
ざ
購
入
に
い
ら
し
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
を
思
い
出
し
、
う
れ

し
さ
の
あ
ま
り
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、「
み
ち
の
駅
た
じ
ま
」、「
ま
ち
の
駅

南
会
津
ふ
る
さ
と
物
産
館
」、「
会
津
田
島
駅
内

や
ま
な
み
」に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
常
設
販
売
は
現
在
三
か
所
の
み
で
す
が
、
今
後

は
さ
ら
に
販
路
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
ほ

か
、
地
域
資
源
の
新
た
な
活
用
法
を
研
究
し
、
商

品
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
設
立
か
ら
今
日
ま
で
苦
労
の
連
続
で

し
た
が
、
周
り
の
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

こ
れ
か
ら
も
前
進
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

企業概要

企 業 名 企業組合とんぼのめ

代表者名 理事長　猪股成子

住　　所 〒967－0004
 福島県南会津郡南会津町
 田島字行司12

 TEL.0241－62－0329
 FAX.0241－62－4729

事
業
紹
介

設
立
の
経
緯

3
・
11
の
影
響

農
商
工
連
携
に
よ
る
商
品
開
発

今
後
の
展
開
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駅ナカアンテナショップ「福島美味」コーナー駅ナカアンテナショップ「福島美味」コーナー

平成26年3月1日（土）　9：00～20：00
福島駅西口 「パワーシティピボット食品館入口」

　地域資源を活かしたふくしま産品づくりに意欲的な中小企業者(事業者)に試験的な販売促進・販路拡大の

場を提供することで、売れる商品の開発・改良・販売・販路拡大の取り組みを促し、地域6次化産業の活性化と

雇用安定に資することを目的として、オープンいたしました。

　県内の主要新幹線駅である福島
駅にふくしま産品を展示販売する
コーナー(駅中アンテナショップ)を

設けます。県内外の消費者へふくしま産品に生
産者の直接的な説明を加えて販売する。販売を
通じてふくしま産品の品質の高さとこだわりに
関する情報を発信することで、新たなブランド
イメージを築き上げる。商工会等地域の支援機
関が当該事業者の商品力向上を支援し、新たな
事業の雇用確保に努める。

営業案内

1

事業内容

2
ショップ
イメージ

3



青年部

復興現状報告

復興現状報告

浪江にて浪江にて

小高にて

埼玉会場入口にて

商工会青年部長リーダー研修会の開催
　平成25年11月16日、商工会青年部長リーダー研修会が開催されました。相双地区復興モニターツ

アーとして、飯舘村、南相馬市(小高区・原町区・鹿島区)、浪江町の視察を行いました。震災後2年以上経っ

た今でも変わらない現状の視察となりました。南相馬市小高区ふれあい広場では、小高商工会青年部

副部長 片岡太成氏より小高区の現状報告がされ、「何かして

欲しいことはないんです。皆様にはこれまで十分すぎる支援

をいただきました。今は、この現状を伝えていって欲しい。」

と切実な思いが語られました。

青年部主張発表全国大会(埼玉大会)の開催
　平成26年2月4日、埼玉県さいたま市「さいたまスーパーアリーナ」において、第15回商工会青年部

全国大会が開催されました。本県からの参加者は昨年に比べ4倍以上の146名となりました。

　今大会の中で、佐々木県青連会長と関根県青連副会長が登壇し、東日本大震災復興現状報告を行い

ました。相双地区復興モニターツアーで感じた想いや福島

県が頑張っている姿を全国から集まった約5,000人の青年

部員を前に、スピーチされました。

News Clip　4



女性部

5　News Clip

平成25年度4R運動推進セミナー及び
青年部女性部復興支援事業報告会の開催

　4R運動推進セミナー及び青年部女性部復興支援事業報告会は、青年部・女性部員約124名の参加の
もと1月27日（月）郡山市ビッグパレットふくしまにおいて開催されました。
　午前の部は、青年部女性部の代表4商工会による補助事業の事業発表が行われ、また午後の部は、「地
域振興」をテーマに4R運動推進セミナーが開催されました。
　今回4Rセミナーは、県外で活躍されている青年部長、女性部長に直接来ていただき、部の事業内容

について講演をいただきました。参加された方々からは、地域資源の掘り起こしや活用方法、
また自ら事業を立ち上げ目的に向かって事業展開している姿にとても刺激を受けた等々の
感想を多くいただきました。（※なお、事業報告・講演を行った方は、下記の通りです。）

【山形県】
寒河江市商工会青年部
部長　國井輝明
「必要とされる商工会青年部へ」
地域を想い、私たちが創る

【秋田県】
ゆざわ小町商工会女性部
部長　折原弘子
「小町と少将のロマンを訪ねて」
詩の街ゆざわ　短歌でまちおこし

　平成25年「まち（地域）づくり顕彰」東北・北海道
ブロック代表として商工会全国大会にて顕彰授与。
　小野小町と深谷少将の伝説に着目し短歌会を開
催し、全国に短歌の湯沢を発信する。また、地元
の史跡を巡り短歌を詠んでいただく「おもてなし吟
行プラン」を開催したり、ゆるキャラ作成に取り組
む等、今後も小野小町と短歌で有名なまちとして
位置づけられるよう更なる事業を展開している。

　単会青年部日本一を目指して、平成23年度全
国統一商工会青年部員増強運動-部員増加実績第
1位（青年部員数120名　2013年5月現在）。
　定住人口増加や青少年育成のために、プロジェ
クトを立ち上げ、地元の慈恩寺を題材にした絵本
を作成、また話題性を高めるためにメガブックと
して作成した。その他に男女の交流をねらった「寒
河江スウィートスウィーツ」事業を展開するなど、
全部員一丸となって事業を推進している。

○富久山町商工会青年部　部長　岩﨑　大樹
　「単会―世代を超えて地域を再発見  ふるさと街並み写真館事業」

○小川町商工会青年部　監事　藁谷　佳人
　「単会―ふたつや文学ロック～自然・宇宙・郷土をうたう～」

○飯野町商工会女性部　部長　佐久間信子
　「広域―心つなげよう！良い聴き手になるために傾聴セミナー」

○中島村商工会女性部　部長　熊倉うめ　副部長　矢内晶子
　「広域―元気な笑顔・明るい未来！進もう福島復興支援事業」

4R運動推進セミナー（午後の部）

青年部女性部復興支援事業報告会（午前中の部）
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人気の親子
丼

温玉のせ

とろたくスタ
ミナ丼

震災から3年・・・
人々の記憶が薄れていく中、復旧・復興は思うように
進まず、戻りたくても、戻れない状況にある方たちが
まだまだたくさんいます。
「忘れようにも忘れられない事」、「忘れてはいけない
事」それぞれありますが、とにかく「前に向かって歩き
出さなければ何も始まらない」
そんな思いで再起をかけ頑張っている事業所を紹介
します。

東日本大震災
復興応援プロジェクト版

東京電力福島第一原発事故で、突然の避難命令・・・

家族とともに県外へ避難を余儀なくされました。夢をあきらめきれず福島へ

戻り、新天地で再開を決意し、平成25年10月7日「お食事処 一心」をオープン

させました。

　震災前は、大熊町の東京電力第一原発の3キロ圏内に
お店を構えていました。

店主の折原勉さんは、もともとは寿司職人で、浪江町に
本店がある寿司屋の富岡町店の店長を経て、念願の店を
大熊町に平成17年7月オープンさせました。
　店は、奥様の美恵子さんと、従業員数名で営業してい
ました。オープン当初は、折原さん以外は皆素人。それま
で主婦だった奥様と、従業員も経験が浅かったため、接
客などなかなかスムーズにいかずお客さんに怒られる
事もしばしばあったったといいます。しかし全員の努力
の甲斐もあり、だんだんと顧客も増え、町にも浸透し、順
調に進んでいた矢先、あの日がやってきました。

自分の夢を叶えて・・・

大熊町からいわき市で再スター
ト

大熊町からいわき市で再スター
ト

■営業時間／11：00～14：00  17：00～22：00 （ラストオーダー21：00）
■定 休 日／月曜日  第1火曜日 （予約があれば営業 要相談）

TEL 0246－55－8667 いわき市洋向台5－1－2

地切温泉
●

いわき市
洋向台

6

6

66
26

15

15

48

156

小名浜
カントリー倶楽部

●

小名浜
カントリー倶楽部

●

地切温泉
●

いわき市立永崎小○文いわき市立永崎小○文

中之作郵便局〶中之作郵便局〶

いわき市
小名浜消防署

●

　●
いわき市役所
小名浜野球場

　●
いわき市役所
小名浜野球場

切温泉地切温泉地切温切切温温泉温温泉地切温
●●

お食事処  一心

ミニサラダ・茶碗蒸し
汁物もついてます

夜メニュー
の酒類も

種類が豊富
です

店主　折原　勉 さん

お食事処  一心大熊町
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ボリューム
満点

手作りかつ
丼セット

レディースセッ
トは麦とろ御膳

に4点盛り付き

とてもヘルシー
です

　店は大熊町にあり、楢葉に住まいがありました。どちらも津波・建物倒壊の被害は
ありませんでしたが、原発事故後に突然の避難命令を受け、家族（奥様、娘さん二人）
とともに、埼玉に住む奥様の妹さんのところへ避難しました。じっとしていられない
性格もあり、すぐ職安で職探しを始め、四月の初めには折原さんは老人ホームの厨房
で、奥さんも別の場所で働きはじめました。避難先での生活も2年半が経過し、いつ戻
れるかわからない苛立ちの中、生活が定着しつつあり、迷いが生じました。「このまま
ここで暮らそうか」・・・
　そんな時、転機は訪れました・・・奥様の実家がいわき市の豊間にあり津波で流さ
れ、近くの洋向台に転居したのがきっかけでした。奥様と二人でその地を訪ずれた
時、以前ラーメン屋だった空き店舗があるのを知り、たまたま店舗の上は賃貸のア
パートになっていたので、転居して開業することを決意。寿司屋での再開は難しく、止
むなく食堂としてオープンする事に決めました。そして平成25年8月に、いわき市へ
転居。開業の準備にとりかかり、同年10月に「お食事処　一心」として再開しました。

迷いながらの再スタート

　「新分野での挑戦であるため、日々勉強中」「地域の方たちが気軽に足を運び、親し
んでもらえる店にしたい」「頑張りすぎず、細く長く続けていきたい」とお二人とも柔
和な笑顔で語ってくれました。

この、「のれん」は、大熊のお店でつかっていたもの。
現在の店内に掲げられています。

店主の折原勉さんと奥様の美恵子さん
いろいろな苦労も二人三脚で乗り越えてきました。
手前の看板も大熊のお店にかかげられていたもの。

「こうして再開できたのも、いろいろな方から
の支援があったからこそ」と語る奥様の美
恵子さんは、感謝の気持ちを忘れないよう
にと、このエプロンで毎日接客しています。

お店がある洋向台は、500世帯、
約2,000人が暮らす住宅地で子供
たちも多い。そのために店内に駄
菓子コーナーを設置しました。子供
たちが来る時間帯は、お店の休憩
時間でもあるためたくさんふれあえ
ます。「子供たちの笑顔がみられる

のが楽しみ」「その笑顔から毎日元気をもらっています」とご夫婦そろっ
て大の子供好き。定休日になると、ご夫婦そろって駄菓子を仕入れに
行くのが最近の楽しみの一つにもなっているそうです。

新たな挑戦

駄菓子コーナ
ーもあります

レディースセット 900円
かつ丼セット 850円
焼肉定食 750円
親子丼 680円

おすすめは、丼もの・定食などのセットもので、セットにはすべて
ミニサラダ・茶碗蒸し・汁物がついています。 （昼・夜共通）

この他にもラーメンなど単品メニューもあり、夜メニューとして
酒類・一品料理も豊富に取り揃えてあります。

とろたくスタミナ丼 870円
ハンバーグ定食 750円
ミックスフライ定食 750円
うどん・そば定食 600円
　　　　　（いなり2個付き）
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県内4地
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ます。

みなさん
の経営の

ヒントに
なるお話
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きました
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是非、ご感
想を福島

県商工会
連合会ま

でE-メー
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寄せ下さ
い。（f-wi

ng@do-
fukushim

a.or.jp）

経営支援
レポート

元気印

大越町商工会

県中・県南

伊達市商工会

県 北

「料理を通した食文化・
　　 おもてなしの発信」

割烹加賀
㈱アクティブモンド

代表取締役　白石　政法氏
〒963-4111
田村市大越町上大越字久保田45-3
TEL 0247-79-2469
FAX 0247-79-3347

「生鮭と糀の出会い！
　　　　　　　紅葉漬」

福島紅葉漬株式会社

代表取締役　丹野　善一氏
〒960-0729
福島県伊達市梁川町希望ヶ丘10
TEL 024-577-0658／FAX 024-577-2546
http:// homepage2.nifty.com/
abukumakouyou/main.html

■風評被害に負けない！
　中年層以上の
ほとんどの方が
知っている有名
な伝統食品「阿
武隈の紅葉漬」。
漬け上がった鮭
の身と糀の色合い、紅葉の季節の鮭で造るこ
とが名前の由来です。
　その紅葉漬は東京電力の原子力災害の影
響により風評被害が広がり、売上が著しく減
少しました。そのため丹野社長は既存取引先
はもちろんのこと、新たな取引先の開拓と製
品の安全を訴えるため、県内外の物産展等の
イベントに積極的に出展されておりました。
　商工会としては、知名度ある事業所の製品
の消費拡大は、地域全体の風評払拭に繋が
ると考え、風評被害払拭消費拡大事業におけ
る「食のフェア」への出展を提案、会津と郡山
の両会場に出展して頂きました。その感触を
元に、広島県「福島美味セレクトフェア」出
品、東京駅地下「福島美味ストリート」出展、

東京・大阪「被災事業者等販路開拓支援展示
商談会」参加、県首都圏情報発信拠点プレ
オープン出品等々、積極的に出展され風評払
拭に努力されております。
　今後も各種情報の提供と支援により、心を
染める故郷の味「紅葉漬」を広め、伊達市を
PRしていただきたいと思います。
■商工会と共に
　これまでは、商工会役員として商工会事業
運営に関わってきましたが、自社経営につい
ては特段の支援は受けておりませんでした。
しかしながら、今回は原子力災害による風評
払拭、地域復興、そして当社売上向上のため、
各種の出展・出品事業の紹介、そして現場で
の販売支援等きめ細やかな協力をいただき
感謝しております。
　これからも会
員等事業所要望
に沿った各種支
援指導をお願い
いたします。

■事業所紹介
　当店は、昭和40年大規模工場操業にわく大
越町に、すしカウンター併設の飲食店として
オープンしました。その後、昭和52年同町内に
結婚式場を兼ねた別館を開店、これが現店舗
「割烹加賀」として現在に至っております。当初、
地元企業の隆盛と共に順調に歩み、また冠婚事
業は盛業の兆しの時期でした。
　平成バブル期、素人料理からの脱皮が必要と
判断した現社長は平成8年から12年の間、海外
のレストラン・ホテル等で再修業し、その間の
様々な体験が平成25年法人化のきっかけのひ
とつとなりました。その際、独自文化が強く根ざ
していないこの地に何とか「世界で負けない商
品」を作ろう、と思い立ちました。3.11の原発事
故によりこの地ではもう無理なのかと挫けそう
になりましたが、まずは現業飲食からみた地域
文化の創生に乗り出す事としました。
■パートナーに恵まれて
　現在、法事等の仏事宴会、祝宴、一般宴会では
店内の大宴会場をご利用いただいております
が、半面個客対応では充分なおもてなしができ

ておりません。このような悩みを抱え大越町商
工会に相談しましたところ、本多指導員・中通り
指導センターの佐藤指導員よりホームページ
の開設、ネット販売できる特産品の開発等の助
言をいただきました。また、JETRO（日本貿易振
興会）サービス業部門の方々からも各種サポー
トを受け、平成24年12月にはJETROサービス
業海外視察団の一員としてタイバンコクでのプ
レゼンテ－ションの機会を戴きました。風評被
害を乗り越えて福島産品が彼の地のスーパー
で販売されているのを目にし、奮い立たせられ
ました。
　飲食業は料理を作る「調理」とお客様にお出し
する「接客」によって成り立つ業です。当店では
この二点に磨きをかけ地域の皆様に感動を与え
るような店作りをしていきたいと思います。
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猪苗代町商工会

会 津

四倉町商工会

浜通り

株式会社 やまかく
（四倉港うまいもんや やまかく）

代表取締役　河村　直典氏
〒979-0201 いわき市四倉町字東三丁目136-11
TEL 0246-68-7845／FAX 0246-68-7895
営業時間 午前11時～午後1時30分（OS）
 午後5時～午後10時（OS）
定 休 日 火曜日

「創業直後の悪夢
　 大震災を乗り越えて」

志賀米店

志賀　長人氏
〒969-2273
福島県耶麻郡猪苗代町関都字穂成1255
TEL 050-3471-4614
FAX 0242-93-8017
E-mail:kenske2000628@fork.ocn.ne.jp

「真の土産品をつくりたい」

■地元産そばへのこだわり（福島経営指導員）
　志賀米店さんがつく
るのは、地場産のそば粉
にこだわった無添加「そ
ばせんべい」。一枚一枚
手で焼きあげる煎餅は、
作り手の想いが詰まった
素朴でやさしい味に仕
上がります。また、同じそ
ばの実でつくる「そばぽ
ん」は「ふくしまおいしい大賞2012」のスイー
ツ部門優秀賞に輝いた逸品です。
　一方、手造り・地場産にこだわるが故に、高コ
スト、少量生産が課題でした。そこで、高付加価
値商品が集う物産展への出展支援を中心に、商
品のブラッシュアップを行いながら販路開拓の
お手伝いをさせていただきました。「福島の美
味しいもの食のフェア」出展に際しても販促支
援を行っています。
　非常に強い情熱をもって事業に取り組んでお
り、商品開発にも意欲的な志賀米店さん。今後
も積極的に支援させていただきたい企業です。

■商工会とのかかわり（志賀氏）
　かつて観光業に従事していた私が、「地元産
原材料にこだわった本物の土産品を作りたい」
と菓子製造業を起業したのは平成22年でした。
全くの素人であり商工会にも馴染みがなかった
創業当初は、相談相手がなく、全てが手探りの
状態でした。食感や味が思い通りにいかず、何
度も試行錯誤を繰り返し、ようやく納得のいく
商品が完成しましたが、東日本大震災の影響も
あり、大きな課題となったのは販路でした。
　そんなとき、商工会から声を掛けていただ
き、販路開拓や商品ラベルのブラッシュアップ
などを支援していただきました。現在は、パッ
ケージの見直しについて相談しています。
　今後は、個別の企業支援に加え、異業種連携
による商品開発や、地場産品
を活用した地域のブランディ
ングといった、小規模企業単
独では実現が困難なテーマ
について、コーディネーター
としての役割を商工会に期待
しています。

■「食」を通じて地域と共に復興
　㈱やまかくさん
は、四倉海岸を一
望できる最高の
ロケーションの
中で和食を楽し
める飲食店です。

河村社長は地元で採れた食材を多くの方々に美
味しく食べて頂きたい熱い思いから、十数年の
技術習得を終え帰省し、平成22年4月に開業し
ました。新鮮で繊細な料理が好評を得て、地元客
や遠方からの客足も伸び始めた矢先に3.11東
日本大震災が発生しました。地震・津波によって
自宅は全壊、店舗も半壊になる甚大な被害を受
けただけでなく、原子力災害によって地元食材
がまったく確保できない苦境に立たされ、休業
を強いられました。ライフラインが寸断され、先
がまったく見えない中でも前向きな社長は、仕
入ルートの再構築や店舗修繕をいち早く済ま
せ、平成23年5月には事業再開。震災ボランティ
アに来て下さった方々のための格安復興メ
ニューや両親が経営する海産物加工会社と連携

したメニューづくりなど、浜通り特有の「魚を食
す文化」を再興するため尽力しております。若手
企業ながら今後も風評被害払拭、交流人口増加
による地域経済活性化の一翼を担ってくれる企
業だと期待しております。
■商工会は地元企業のサポーター
　故郷の海辺でとにかく「うまいもん」を皆様
に食していただきたい！と始めた店でしたが、
経営初心者の私にとって苦労の連続でした。特
に労務や経理など管理全般の仕事は思いのほ
か苦労させられ悩みの種でした。そんなとき
に、商工会の親身で丁寧なご指導はとても有り
難く心強い存在でした。さらに津波被害後の営
業再開に向け復旧復興助成金等の書類作成の
際も休日返上で手伝っていただきとても感謝
しております。
今後も「うま
いもん」で地
域に恩返しを
していきたい
と思います。
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打
ち
上
げ
ら
れ
た
。復

興
祈
願
花
火
は
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

が
、冬
花
火
は
十
四
回
目
。高
さ
四
メ
ー
ト
ル

の
塞
ノ
神（
ど
ん
と
焼
き
）、岩
代
國
う
ね
め

太
鼓
小
若
組
の
太
鼓
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。復

興
祈
願
花
火
は
今
回
で
終
了
。

片
平
町
商
工
会
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　川
内
村
商
工
会
長
の

井
出
茂
で
す
。川
内
村

は
福
島
県
浜
通
り
の
阿

武
隈
山
系
の
中
部
に
位

置
す
る
人
口
約
三
千
人

の
小
さ
な
村
で
す
。

　東
日
本
大
震
災
並
び
に
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、平
成
二
十

三
年
三
月
十
六
日
に
全
村
民
避
難
と
な
り
、

郡
山
市
へ
集
団
避
難
致
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

村
内
の
放
射
線
量
が
低
い
こ
と
や
原
発
事
故

拡
大
リ
ス
ク
が
低
く
な
っ
た
こ
と
を
背
景

に
、帰
村
宣
言
を
経
て
、平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
に
住
民
の
帰
還
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　当
商
工
会
も
商
工
会
南
双
葉
広
域
連
携
協

議
会
の
広
野
町
、楢
葉
町
、富
岡
町
商
工
会
と

い
わ
き
市
に
事
務
機
能
を
移
し
て
お
り
ま
し

た
が
、住
民
帰
還
が
始
ま
っ
た
同
じ
日
に
村

に
戻
り
ま
し
た
。

　現
在
百
二
の
会
員
事
業

所
の
う
ち
、七
十
八
事
業
者

が
再
開
し
内
六
十
九
事
業

者
が
村
に
戻
り
再
開
致
し

ま
し
た
。

　当
商
工
会
で
は
会
員
事

業
所
の
事
業
再
開
支
援
や

再
開
後
の
経
営
支
援
な
ど

役
職
員
一
同
全
力
で
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　ま
た
、村
行
政
と
連
携
し

成
二
十
三
年
八
月
に
臨
時
営
業
を
始
め
帰
村

し
た
村
民
、除
染
作
業
員
な
ど
多
く
の
方
に

利
用
し
て
頂
き
、川
内
村
の
に
ぎ
わ
い
回
復

の
一
役
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　し
か
し
、震
災
で
受
け
た
損
壊
個
所
が

徐
々
に
ひ
ど
く
な
り
、お
客
様
が
安
全
・
安
心

に
使
っ
て
頂
く
事
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。村
に
と
っ
て
象
徴
的
な
施
設
で
あ
り
、こ

の
施
設
が
復
旧
・
復
興
す
る
こ
と
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
や
村
民
の
帰
還
促
進
の
一

助
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、復
興
庁
の

帰
還
加
速
化
事
業
の
支
援
を
受
け
、平
成
二

十
五
年
六
月
よ
り
大
規
模
な
改
修
工
事
を
始

め
ま
し
た
。

　現
在
、平
成
二
十
六
年
四
月
五
日
に
プ
レ

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
、そ
れ
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。当
日
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
多
く

の
方
々
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
が
ら
、村
民
の
買
物
利
便
性
の
向
上
、失
わ

れ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、交
流
人
口

拡
大
な
ど
を
目
的
と
し
た
商
業
施
設
の
開
設

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　川
内
村
の
主
な
産
業
は
農
業
の
た
め
、生

産
者
が
市
場
以
外
へ
出
荷
で
き
る
機
会
を
提

供
し
、消
費
者
の
生
の
声
で
生
産
意
欲
を
向

上
さ
せ
、消
費
者
が
採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜

な
ど
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
、農
産
物
等
直

売
所「
あ
れ
こ
れ
市
場
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。震
災
後
、休
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、道

の
駅
ひ
ら
た
様
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
に

ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
、平
成
二
十
四
年
七

月
に
再
オ
ー
プ
ン
を
致
し
ま
し
た
。ご
支
援
・

ご
協
力
を
頂
い
た
皆
様
に
対
し
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。現

在
は
農
産
物
の
販
売
に
加
え
、村
内
の
交
通

弱
者
の
方
々
の
た
め
に
、宅
配
事
業
、移
動
販

売
事
業
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
利
用
し
た

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、震
災
以
降
い
ま
だ
に
村
内
の
小
売

業
者
へ
の
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
た
め
、

「
あ
れ
こ
れ
市
場
」を
介
し
て
共
同
仕
入
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。共
同
仕
入
れ
の
流
れ
は
、

①
各
小
売
業
者
か
ら
食
料
品
な
ど
の
注
文
を

受
付

②
あ
れ
こ
れ
市
場
で
契
約
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
一
括
し
て
発
注

③
郡
山
市
の
仮
設
住
宅
隣
の「
あ
れ
こ
れ
市

場
郡
山
店
」に
納
品
④
全
国
連
か
ら
借
り
て

い
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
川
内
店
ま
で
運
搬
し
保

管
⑤
各
小
売
業
者
へ
商
品
の
提
供
、こ
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
で
、川
内
村
の
小
売
・
流
通
の

中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　市
場
に
は
、村
の
特
産
品
の
ほ
か「
か
え
る

か
わ
う
ち
T

シ
ャ
ツ
」
や

「
バ
ッ
ジ
」
な

ど
も
販
売
し

て
お
り
ま

す
。ま
た
、地

域
情
報
の
発

信
、憩
い
の
場

の
提
供
も
致

し
て
お
り
ま

す
の
で
、
近

く
に
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　か
わ
う
ち
の
湯
は
、村
の
交
流
施
設
で
あ

る
と
共
に
村
民
は
も
と
よ
り
、双
葉
郡
、全
国

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
憩
い
の
場
で
あ
り
ま

し
た
。

　東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、各
所
に
地
震
の

影
響
を
受
け
ま
し
た
。特
に
露
天
風
呂
の
損

壊
が
激
し
く
、ヒ
ビ
割
れ
・
水
漏
れ
が
起
き
て

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ

以
外
の
箇
所
は
多
少
の
損
壊
は
あ
り
ま
し
た

が
、使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、平

川
内
村
商
工
会

事
故
と
避
難
の
逆
境
か
ら

新
し
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

か
わ
う
ち
の
湯

あ
れ
こ
れ
市
場
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News Clip　12News Clipは循環型社会の現実を目指して、環境に配慮した植物油インキと再生紙を使用しています。

①全国への情報発信基地であり、最大の消費地である首都圏において、本県の観光・物産の販売・ＰＲ、復興に向か

う本県の取組み等の発信、生産者と消費者など様々な分野の交流、避難者への情報提供等、総合的な情報発信

を行う拠点施設を整備することにより、原子力災害によって低下した「ふくしま」のブランドイメージの回復、風

評払拭の加速化、更には県外における災害の記憶風化の防止を図ります。

②当該拠点を通じて、風評の深刻な影響を受けている県産品事業者の販路開拓及び商品力の向上支援、並びに

観光誘客や人的交流促進の取組みを総合的に展開することにより、県内経済及び地域の活性化に繋げます。

①全国への情報発信基地であり、最大の消費地である首都圏において、本県の観光・物産の販売・ＰＲ、復興に向か

う本県の取組み等の発信、生産者と消費者など様々な分野の交流、避難者への情報提供等、総合的な情報発信

を行う拠点施設を整備することにより、原子力災害によって低下した「ふくしま」のブランドイメージの回復、風

評払拭の加速化、更には県外における災害の記憶風化の防止を図ります。

②当該拠点を通じて、風評の深刻な影響を受けている県産品事業者の販路開拓及び商品力の向上支援、並びに

観光誘客や人的交流促進の取組みを総合的に展開することにより、県内経済及び地域の活性化に繋げます。

福島県の首都圏情報発信拠点（アンテナショップ）が
4月12日に東京・日本橋にオープンします。

福島県の首都圏情報発信拠点（アンテナショップ）が
4月12日に東京・日本橋にオープンします。

福島県アンテナショップ

『日本橋ふくしま館～MIDETTE～』オープン
福島県アンテナショップ

『日本橋ふくしま館～MIDETTE～』オープン

目　的

テーマ

目　標
〒103－0022
東京都中央区日本橋室町4－3－1 柳屋太平ビル1階

①震災から復興に向かう「ふくしま」の元気を 「人」 、「食」 、「技」 、「景観」等で発信

②ふくしまの本質を伝え、交流を深め、 「より愛されるふくしま」に進化

①震災から復興に向かう「ふくしま」の元気を 「人」 、「食」 、「技」 、「景観」等で発信

②ふくしまの本質を伝え、交流を深め、 「より愛されるふくしま」に進化

年間の利用者数「20万人」、総売上「3億円」を目指します。年間の利用者数「20万人」、総売上「3億円」を目指します。


